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報道関係各位 

非正規雇用で働く女性に関する調査2022 

日本労働組合総連合会（略称：連合、所在地：東京都千代田区、会長：芳野 友子）は、非正規雇用で働く女

性の意識と実態を把握するために「非正規雇用で働く女性に関する調査2022」をインターネットリサーチにより

2022年2月8日～2月10日の3日間で実施、全国の非正規雇用（有期契約社員・嘱託社員、臨時・非常勤公務

員、派遣社員、パートタイマー、アルバイト）で働く20歳～59歳の女性1,000名の有効サンプルを集計しました。

（調査協力機関：ネットエイジア株式会社） 

 

【調査結果のポイント】 

 

≪回答者の基本的属性 p.3-p.8≫ 

初職が“非正規雇用”の人は 46.1% 

配偶者がいる人は、初職が“正規雇用”では 63.6%、“非正規雇用”では 34.1% 

子がいる人は、初職が“正規雇用”では 57.7%、“非正規雇用”では 33.2% 

主な家計収入が“自分の勤労収入”の人の平均年収は 214.2万円 

≪非正規雇用で働く女性の生活意識 p.9-p.11≫ 

経済的なゆとりが「ない」66.9%、シングルマザーでは 75.4% 

≪非正規雇用で働く女性の就業意識 p.15-p.16≫ 

今後希望する働き方 

有期契約・嘱託社員の 44.9%、派遣社員の 38.3%が正規雇用を志向 

≪“女性の活躍”について思うこと p.17≫ 

「女性だけに仕事と家事・育児の両立を求める風潮に疑問」が 49.9%、 

前回調査から 5.8ポイント上昇 

≪新型コロナウイルス感染拡大の影響 p.18-p.19≫ 

20代の 28.3%、アルバイトの 35.1%が「収入の減少」と回答 

アルバイトの 47.1%が「収入の減少」に不安 

 
  

2022年 3月 31日 
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≪調査に関するコメント≫ 

 
日本労働組合総連合会 総合政策推進局長 井上 久美枝 

 

2017年に引き続き、非正規雇用で働く女性の意識と実態について調査しました。 

今回の調査結果を見ると、配偶者のいる女性が非正規雇用を選んだ理由に、就業調整や育児や家事

時間の確保を挙げる割合が高いことから、固定的性別役割分担意識が家庭に根強く残っていることがう

かがえます。職場にある制度・施設の利用については、特に労働組合のない職場で均等・均衡待遇が確

保されていない実態が浮き彫りになりました。また、女性の活躍に関しては、色々な制度があっても知る

機会がないとする人の割合が、前回調査よりも特に高くなっています。 

固定的性別役割分担意識の払拭や、男性片働き世帯が多い時代に形成されたいわゆる「男性中心型

労働慣行」（長期継続雇用を前提に、長時間労働や転勤等を当然とする働き方を前提とした雇用システム）

の是正を進めるとともに、第17回連合中央執行委員会（2018年12月20日）で確認した「同一労働同一賃

金の法整備を踏まえた労働組合の取り組み －パート・有期編－」の活用や、女性活躍推進法のさらなる

周知が必要です。 

連合は、本調査の結果を受け止め、女性が直面している様々な困難を解消し、働きがいを持てる就業

環境の整備に向けて引き続き取り組んでまいります。 
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≪回答者の基本的属性≫ 

◆現在の雇用形態「パートタイマー」60.0%、「アルバイト」17.4%、「派遣社員」11.5%、「有期契約社員」8.9% 

◆初職（学校卒業後に初めて就いた仕事）の雇用形態 「非正規雇用」が46.1% 

 

全回答者（1,000名）に、現在の主な仕事の雇用形態を聞いたところ、「パートタイマー」が60.0%、「アルバイ

ト」が17.4%、「派遣社員」が11.5%、「有期契約社員・嘱託社員」が8.9%、「臨時・非常勤公務員」が2.2%となり

ました。 

週の労働時間別にみると、35時間未満の層では、「パートタイマー」が70.5%と大多数となった一方、35時間

以上の層では、「パートタイマー」が42.1%、「派遣社員」が23.0%、「有期契約社員、嘱託社員」が16.1%、「ア

ルバイト」が15.1%でした。 

 

 

 

 

また、初職（学校卒業後に初めて就いた仕事）の雇用形態を聞いたところ、『正規雇用（計）』は52.7%、『非

正規雇用（計）』は46.1%でした。 
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現在の主な仕事の雇用形態 ［単一回答形式］

パートタイマー アルバイト 派遣社員 有期契約社員
・嘱託社員

臨時・非常勤公務員

正規雇用（計）

52.7%

非正規雇用（計）

46.1%

その他

1.2%

0% 25% 50% 75% 100%

全体【n=1000】

初職（学校卒業後に初めて就いた仕事）の雇用形態 ［単一回答形式］

【内訳】

・正社員・職員（民間企業、団体等）：51.5%

・公務員（正規職員）：1.2%

【内訳】

・有期契約社員、嘱託社員：4.9%

・臨時・非常勤公務員：1.8%

・派遣社員：4.6%

・パートタイマー：14.7%

・アルバイト：20.1%

調査結果 
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◆平均的な1週間の労働時間 「20～30時間未満」21.3%、『35時間以上』は30.4% 

 

全回答者（1,000名）に、平均的な1週間の労働時間（残業含む）を聞いたところ、「10～20時間未満」が

19.1%、「20～30時間未満」が21.3%となりました。また、『35時間以上』は30.4%、『40時間以上』は16.3%で

した。 

雇用形態別にみると、『35時間以上（計）』は、有期契約・嘱託社員では55.0%、派遣社員では60.8%と半数

以上となりました。他方、パートタイマーでは21.3%、アルバイトでは26.4%でした。 
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35時間以上（計）：30.4％

40時間以上（計）：16.3％

ｎ数

10時間
未満

10～
20時間
未満

20～
30時間
未満

30～
35時間
未満

35～
40時間
未満

40～
45時間
未満

45～
50時間
未満

50～
55時間
未満

55～
60時間
未満

60時間
以上

決まっ
ていな
い

35時間
以上
（計）

全体 1000 12.8 19.1 21.3 10.2 14.1 10.3 3.0 0.5 1.2 1.3 6.2 30.4

雇 有期契約・嘱託社員 89 16.9 4.5 4.5 10.1 16.9 20.2 9.0 1.1 6.7 1.1 9.0 55.0

用 臨時・非常勤公務員 22 13.6 9.1 13.6 9.1 22.7 22.7 - - 4.5 - 4.5 49.9

形 派遣社員 115 19.1 2.6 5.2 7.8 29.6 22.6 4.3 1.7 0.9 1.7 4.3 60.8

態 パートタイマー 600 11.0 25.0 27.7 10.8 11.3 6.2 1.7 0.3 0.5 1.3 4.2 21.3

別 アルバイト 174 12.6 18.4 19.5 9.8 10.9 9.8 4.0 - 0.6 1.1 13.2 26.4

■全体比+10pt以上/■全体比+5pt以上/■全体比-5pt以下/■全体比-10pt以下 （％）
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◆初職の雇用形態で配偶者・子どもの有無に大きな差 

◆配偶者が「いる」 初職が“正規雇用”では63.6%、“非正規雇用”では34.1% 

◆子どもが「いる」 初職が“正規雇用”では57.7%、“非正規雇用”では33.2% 

 

配偶者（事実婚・同性パートナーを含む、以下同様）の有無を初職の雇用形態別にみると、正規雇用だった

人では「いる」が63.6%、「いない」が36.4%となり、非正規雇用だった人では「いる」が34.1%、「いない」が

65.9%と、初職の雇用形態で配偶者がいる人の割合に大きな差がみられました。 

 

※本調査では、「配偶者がいる人」500サンプル、「配偶者がいない人」500サンプルと均等になるように割り付けて回収をした。 

 

 

 

 

また、子の有無を初職の雇用形態別にみると、正規雇用だった人では「いる」が57.7%、「いない」が42.3%と

なり、非正規雇用だった人では「いる」が33.2%、「いない」が66.8%と、子がいる人の割合でも初職の雇用形態

で大きな差がみられました。 
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◆現在の仕事の職種 「販売・接客・サービス職」43.0%、「事務職」19.6% 

週の労働時間 35時間未満、35時間以上のいずれにおいても「販売・接客・サービス職」が最多 

◆仕事のかけもちを「している」20.6% 前回調査から 5.8ポイント上昇 

 

全回答者（1,000 名）に、現在の仕事の職種を聞いたところ、「販売・接客・サービス職」が 43.0%、「事務職」

が 19.6%でした。 

週の労働時間別にみると、35 時間未満の層では、「販売・接客・サービス職」が 46.5%、「事務職」が 17.0%、

「医療・福祉・介護職」が 13.1%となり、35 時間以上の層では、「販売・接客・サービス職」が 37.2%、「事務職」

が 27.6%となりました。 

 

 
 

 

また、全回答者（1,000名）に、現在、仕事のかけもちをしているか聞いたところ、「している」が 20.6%、「して

いない」が 79.4%となりました。 

前回調査（2017年調査）と比較すると、「している」は、前回（2017年）の 14.8%から 5.8ポイント上昇しまし

た。 
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現在の仕事の職種 ［単一回答形式］

販売・接客・
サービス職

事務職 医療・福祉・
介護職

生産工程
（製造、修理、検査等）

技術職・専門職 管理職
（役員含む）

わからない・
その他
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14.8
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前回（2017年）

全体【n=1000】

している していない

仕事のかけもち状況 ［単一回答形式】
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◆非正規雇用を選んだ理由 「ある程度労働時間・労働日を選べる」が39.0% 

◆有期契約・嘱託社員では「正社員・正規職員として働けるところがなかった」が31.5%、全体より20.1ポイント高 

 

全回答者（1,000 名）に、今の就業形態（非正規雇用）を選んだ理由を聞いたところ、「ある程度労働時間・労

働日を選べるから」が最も多く 39.0%、次いで、「通勤時間が短いから」が 24.5%、「家事に時間が必要だから」

が 20.4%、「正社員の働き方は過酷だから」が 15.9%、「育児や介護に時間が必要だから」が 14.8%となりまし

た。 

配偶者・子の有無別にみると、「家事に時間が必要だから」や「育児や介護に時間が必要だから」では配偶

者や子がいる人のほうが高く、「就業調整（年収や労働時間の調整）をしたいから」でも配偶者がいる人のほう

が高い傾向が顕著にあらわれました。固定的性別役割分担による家庭的責任の偏りの影響がうかがえます。 

雇用形態別にみると、派遣社員、パートタイマー、アルバイトでは「ある程度労働時間・労働日を選べるから」

が最も高くなりましたが、有期契約・嘱託社員では「正社員・正規職員として働けるところがなかったから」が

31.5%で最も高く、全体（11.4%）と比べて 20.1 ポイント高くなりました。有期契約・嘱託社員には不本意ながら

非正規雇用で働いている人が多いようです。 

また、週の労働時間別にみると、35時間未満の人では「家事に時間が必要だから」（27.8%）や「育児や介護

に時間が必要だから」（18.5%）が高く、他方、35 時間以上の人では「正社員・正規職員として働けるところがな

かったから」が 19.4%となり、35時間未満の人（6.5%）より 12.9ポイント高くなりました。 
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選
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を
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な
い
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組
織
や
人
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関
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に

し
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ら
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く

な
か

っ
た
か
ら

そ
の
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全体 1000 39.0 24.5 20.4 15.9 14.8 11.4 11.4 10.8 9.2 9.0 8.9 4.9
いる 500 41.2 30.2 33.8 13.0 24.0 15.8 6.2 8.4 11.6 5.6 6.0 3.4
いない 500 36.8 18.8 7.0 18.8 5.6 7.0 16.6 13.2 6.8 12.4 11.8 6.4
いる 463 38.4 29.4 33.9 11.7 30.9 13.8 6.3 7.3 11.2 5.8 5.2 3.2
いない 537 39.5 20.3 8.8 19.6 0.9 9.3 15.8 13.8 7.4 11.7 12.1 6.3

有期契約・嘱託社員 89 28.1 19.1 6.7 6.7 5.6 5.6 31.5 11.2 15.7 16.9 5.6 7.9
臨時・非常勤公務員 22 27.3 31.8 22.7 18.2 18.2 4.5 18.2 13.6 36.4 9.1 4.5 -

派遣社員 115 31.3 12.2 7.0 19.1 4.3 5.2 25.2 13.0 7.0 13.0 17.4 6.1
パートタイマー 600 40.8 28.5 28.3 15.7 21.0 14.8 5.7 9.5 9.3 6.8 6.7 4.3
アルバイト 174 44.8 20.7 8.6 19.0 4.6 7.5 10.9 13.2 3.4 9.8 13.2 5.2
35時間未満 634 39.3 25.7 27.8 17.0 18.5 14.7 6.5 10.7 9.3 7.1 7.6 4.6
35時間以上 304 41.1 22.0 8.2 14.8 9.9 5.3 19.4 10.5 10.2 11.2 12.2 4.9

■全体比+10pt以上/■全体比+5pt以上/■全体比-5pt以下/■全体比-10pt以下 （％）
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◆個人年収の平均は167.9万円、主な家計収入が“自分の勤労収入”の人では214.2万円 

フルタイム（週40時間以上）で働いている人でも250.6万円にとどまる 

 

全回答者（1,000 名）に、個人年収を聞いたところ、「100 万円未満」が 31.1%、「100 万円～199 万円」が

35.0%、「200万円～299万円」が 25.5%、「300万円以上」が 8.4%となり、平均は 167.9万円でした。 

雇用形態別にみると、有期契約・嘱託社員と派遣社員では「200万円～299万円」（それぞれ52.8%、55.7%）

が最多回答となり、平均は有期契約・嘱託社員が268.0万円、派遣社員が255.2万円でした。他方、パートタイ

マーとアルバイトでは「100万円～199万円」（それぞれ40.7%、36.8%）が最多回答で、平均はパートタイマー

が137.3万円、アルバイトが152.3万円でした。 

また、主な家計収入別にみると、主な家計収入が“自分の勤労収入”という人では平均は 214.2万円となり、

週の労働時間別にみると、フルタイム（週 40時間以上）の人では平均は 250.6万円となりました。 

 

 
  

31.1
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8.4
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個人年収 ［単一回答形式］

n数

100万円
未満

100万円
～199万円

200万円
～299万円

300万円
以上

平均
（万円）

全体 1000 31.1 35.0 25.5 8.4 167.9
有期契約・嘱託社員 89 5.6 14.6 52.8 27.0 268.0
臨時・非常勤公務員 22 9.1 27.3 40.9 22.7 263.6

派遣社員 115 3.5 20.0 55.7 20.9 255.2
パートタイマー 600 40.2 40.7 14.8 4.3 137.3
アルバイト 174 33.9 36.8 26.4 2.9 152.3

自分の勤労収入 257 14.8 30.4 39.7 15.2 214.2
配偶者の勤労収入 458 42.8 35.8 16.4 5.0 137.6

配偶者以外の家族の勤労収入 187 25.7 36.4 28.9 9.1 175.7
40時間未満 775 36.8 37.3 20.6 5.3 148.6
40時間以上 163 3.1 27.0 50.3 19.6 250.6

（％）
■全体比+10pt以上/■全体比+5pt以上/■全体比-5pt以下/■全体比-10pt以下

労働
時間

主な
家計
収入

雇用
形態
別
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≪非正規雇用で働く女性の生活意識≫ 

◆経済的なゆとりが「ない」66.9%、主な家計収入は“自分の勤労収入”という人では76.3% 

◆経済的なゆとりが「ある」25.7%、シングルマザーでは13.0%で全体より12.7ポイント低い 

 

非正規雇用で働く女性は、日々の生活について、どのような意識を持っているのでしょうか。 

 

全回答者（1,000名）に、【経済的ゆとり】があるか聞いたところ、「ゆとりがある」が3.6%、「ある程度ゆとりが

ある」が22.1%で合計した『ゆとりがある（計）』は25.7%、「あまりゆとりがない」が38.4%、「まったくゆとりがな

い」が28.5%で合計した『ゆとりがない（計）』は66.9%となりました。経済的ゆとりを感じない人が多いようです。 

主な家計収入別にみると、主な家計収入は“自分の勤労収入”という人では、『ゆとりがない（計）』が76.3%

と特に高くなり、“配偶者の勤労収入”という人（66.4%）や“配偶者以外の家族の勤労収入”という人（65.2%）

と比べて10ポイント前後高くなりました。 

また、配偶者・子の有無別にみると、シングルマザー（子いる・配偶者いない）では、『ゆとりがある（計）』は

13.0%にとどまり、全体より12.7ポイント低く、『ゆとりがない（計）』が75.4%となりました。 

 

 

 

 
  

3.6

3.9

4.6

3.7

22.1

16.0

25.5

26.7

38.4

37.0

41.5

40.6

28.5

39.3

24.9

24.6

7.4

3.9

3.5

4.3

0% 25% 50% 75% 100%

全体【n=1000】

自分の勤労収入

【n=257】

配偶者の勤労収入

【n=458】

配偶者以外の

家族の勤労収入

【n=187】

ゆとりがある ある程度ゆとりがある あまりゆとりがない

まったくゆとりがない どちらともいえない

ゆとりが
ある（計）

ゆとりが
ない（計）

25.7 66.9

19.8 76.3

30.1 66.4

30.5 65.2

経済的ゆとりの有無 ［単一回答形式］

主
な
家
計
収
入

3.6

4.1

4.7

1.4

3.2

22.1

25.6

26.4

11.6

19.5

38.4

38.8

44.3

39.1

36.4

28.5

27.7

18.9

36.2

30.4

7.4

3.8

5.7

11.6

10.4

0% 25% 50% 75% 100%

全体【n=1000】

配偶者も子もいる

【n=394】

配偶者いる・子いない

【n=106】

子いる・配偶者いない

【n=69】

配偶者も子もいない

【n=431】

ゆとりがある ある程度ゆとりがある あまりゆとりがない

まったくゆとりがない どちらともいえない

ゆとりが
ある（計）

ゆとりが
ない（計）

25.7 66.9

29.7 66.5

31.1 63.2

13.0 75.4

22.7 66.8

経済的ゆとりの有無 ［単一回答形式］

配
偶
者
・
子
有
無
別
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◆時間的なゆとりが「ない」38.0%、子がいる人では44.9%、シングルマザーでは55.1% 

 

次に、全回答者（1,000名）に、【時間的ゆとり】があるか聞いたところ、「ゆとりがある」が12.2%、「ある程度

ゆとりがある」が43.3%で合計した『ゆとりがある（計）』は55.5%、「あまりゆとりがない」が26.4%、「まったくゆ

とりがない」が11.6%で合計した『ゆとりがない（計）』は38.0%となりました。経済的ゆとりとは異なり、時間的ゆ

とりについては、ゆとりを感じる人のほうが多くなりました。 

子の有無別にみると、子がいる人では『ゆとりがない（計）』が44.9%と、子がいない人（32.0%）と比べて高く

なりました。また、シングルマザー（子いる・配偶者いない）では『ゆとりがない（計）』が55.1%と半数を超えまし

た。 

同居家族別にみると、18歳未満の子と同居している人では『ゆとりがない（計）』は52.8%となりました。 

 

 

 

 
  

12.2

8.6

8.9

7.2

15.3

43.3

41.9

44.4

27.5

44.5

26.4

30.5

28.9

39.1

22.9

11.6

14.5

14.2

15.9

9.1

6.5

4.5

3.6

10.1

8.2

0% 25% 50% 75% 100%

全体【n=1000】

子いる

【n=463】

配偶者いる

【n=394】

配偶者いない

【n=69】

子いない

【n=537】

ゆとりがある ある程度ゆとりがある あまりゆとりがない

まったくゆとりがない どちらともいえない

ゆとりが
ある（計）

ゆとりが
ない（計）

55.5 38.0

50.5 44.9

53.3 43.1

34.8 55.1

59.8 32.0

時間的ゆとりの有無 ［単一回答形式］

配
偶
者
・
子
有
無
別

12.2

10.5

7.7

5.8

18.5

43.3

45.6

35.0

54.7

40.9

26.4

28.6

35.6

24.5

22.8

11.6

11.8

17.2

11.5

9.3

6.5

3.5

4.6

3.6

8.5

0% 25% 50% 75% 100%

全体【n=1000】

配偶者【n=458】

18歳未満の子【n=326】

18歳以上の子【n=139】

自分の親【n=281】

ゆとりがある ある程度ゆとりがある あまりゆとりがない

まったくゆとりがない どちらともいえない

ゆとりが
ある（計）

ゆとりが
ない（計）

55.5 38.0

56.1 40.4

42.6 52.8

60.4 36.0

59.4 32.0

時間的ゆとりの有無 ［単一回答形式］

同

居

家

族
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◆非正規雇用で働く女性が感じる不安 TOP3は「生活の維持、収入」「老後の生活」「健康」 

◆配偶者がいない人では「独身であること」が28.2%、子がいる人では「育児・教育」が40.0% 

 

全回答者（1,000名）に、日頃生活をしていて感じる不安を聞いたところ、「生活の維持、収入」が最も多く

57.6%、次いで、「老後の生活」が54.8%、「健康」が38.7%、「仕事」が36.1%、「親などの世話・介護・支援・生

活の維持」が30.7%となりました。 

年代別にみると、「仕事」への不安が若いほど高く、他方、「老後の生活」や「健康」、「親などの世話・介護・

支援・生活の維持」では、年齢が上がるほど高くなりました。くらしにおける不安は、年齢とともに変化している

ようです。 

配偶者・子の有無別にみると、配偶者がいない人では「独身であること」が28.2%となり、子がいる人では「育

児・教育」が40.0%となりました。 

 

  
  

57.6 54.8

38.7 36.1
30.7

19.5 16.9 15.2 14.6 12.7

0%

25%

50%

75%

全体【n=1000】

日頃生活をしていて感じる不安 ［複数回答形式］ ※上位10位までを表示

n数

生活の
維持、収入

老後の
生活

健康 仕事 親などの
世話・介護
・支援
・生活の
維持

育児・
教育

ローン・
負債

住まい 独身で
あること

職場の
人間関係

全体 1000 57.6 54.8 38.7 36.1 30.7 19.5 16.9 15.2 14.6 12.7
20代 300 59.7 34.0 31.3 43.0 20.0 9.0 12.3 13.3 23.7 12.0
30代 300 58.7 60.0 35.3 41.0 29.3 27.0 17.3 17.0 19.0 12.7
40代 300 58.3 63.0 43.7 27.7 36.3 25.3 22.7 13.0 5.0 12.0
50代 100 46.0 77.0 56.0 26.0 50.0 11.0 12.0 22.0 3.0 17.0
いる 500 55.6 62.8 44.0 28.6 35.2 31.8 21.8 15.0 1.0 12.2
いない 500 59.6 46.8 33.4 43.6 26.2 7.2 12.0 15.4 28.2 13.2
いる 463 56.6 62.9 41.0 29.4 34.3 40.0 22.7 13.2 2.4 10.4
いない 537 58.5 47.9 36.7 41.9 27.6 1.9 11.9 16.9 25.1 14.7

■全体比+10pt以上/■全体比+5pt以上/■全体比-5pt以下/■全体比-10pt以下 （％）

配偶
者

子

年代
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≪非正規雇用で働く女性の職場環境≫ 

◆「職場で男女による扱いの差を感じることがある」34.7% 

◆職場で男女による扱いの差を感じること 1位「仕事への割り振りや配置」、2位「昇給・昇格のスピード」 

 

全回答者（1,000名）に、職場で男女による扱いの差を感じることがあるか聞いたところ、「ある」は34.7%、

「ない」は65.3%となりました。 

雇用形態別にみると、派遣社員では「ある」が56.5%と半数を超えました。 

また、正社員志向別にみると、今後、正社員として働きたいと思っている人では「ある」が50.4%となり、正社

員として働きたいと思っていない人（29.2%）より21.2ポイント高くなりました。 

 

 

 

続いて、職場でどのようなことに男女による扱いの差を感じているのかをみると、「仕事への割り振りや配置」

が最も多く45.0%、次いで、「昇給・昇格のスピード」が38.3%、「リーダー職への登用」が24.5%、「募集・採用」が

23.3%、「正社員・正規職員への転換」が19.6%となりました。 

雇用形態別にみると、派遣社員では「雇い止め（契約解除）の対象」が23.1%でした。雇い止めの対象につい

て男女による扱いの差を感じている女性派遣社員は少なくないようです。 

正社員志向別にみると、正社員志向がある人では「昇給・昇格のスピード」が43.8%となり、正社員志向がな

い人（35.0%）より8.8ポイント高くなりました。 

  

34.7 

46.1 

45.5 

56.5 

31.0 

25.9 

50.4 

29.2 

65.3 

53.9 

54.5 

43.5 

69.0 

74.1 

49.6 

70.8 

0% 25% 50% 75% 100%

全体【n=1000】

有期契約・嘱託社員【n=89】

臨時・非常勤公務員【n=22】

派遣社員【n=115】

パートタイマー【n=600】

アルバイト【n=174】

あり【n=258】

なし【n=742】

ある ない

職場で男女による扱いの差を感じることの有無

雇

用

形

態

志
向

正
社
員

45.0
38.3

24.5 23.3
19.6

12.4 9.5 7.2 6.3 4.6 2.0

0%

25%

50%

75%

全体【n=347】

職場で男女による扱いの差を感じること ［複数回答形式（3つまで）］ 対象：職場で男女による扱いの差を感じることがある人

n数

仕事
への
割り振り
や配置

昇給・
昇格の
スピード

リーダー
職への
登用

募集・
採用

正社員
・正規
職員へ
の転換

人事
考課・
査定

雇い
止め（契約

解除）の
対象

業務に
関する
情報
伝達

教育・
研修

会議へ
の出席

その他

全体 347 45.0 38.3 24.5 23.3 19.6 12.4 9.5 7.2 6.3 4.6 2.0
有期契約・嘱託社員 41 46.3 41.5 29.3 22.0 24.4 19.5 2.4 7.3 7.3 7.3 -
臨時・非常勤公務員 10 50.0 40.0 30.0 30.0 20.0 - 10.0 - - - -

派遣社員 65 40.0 40.0 32.3 13.8 20.0 12.3 23.1 12.3 3.1 3.1 1.5
パートタイマー 186 46.8 34.9 22.0 25.8 18.8 12.9 5.9 5.9 7.5 4.3 2.2
アルバイト 45 42.2 46.7 17.8 26.7 17.8 6.7 11.1 6.7 6.7 6.7 4.4
あり 130 43.8 43.8 27.7 26.9 23.1 16.2 7.7 5.4 7.7 2.3 0.8
なし 217 45.6 35.0 22.6 21.2 17.5 10.1 10.6 8.3 5.5 6.0 2.8

■全体比+10pt以上/■全体比+5pt以上/■全体比-5pt以下/■全体比-10pt以下 （％）

正社員
志向

雇用
形態



 

 
13 

Press Release 

◆「通勤手当」「年次有給休暇制度」「職場の福利厚生施設（食堂・休憩所・更衣室等）」は利用できるが7割前後 

 

全回答者（1,000名）に、制度や施設を提示し、正社員・正規職員と同じように制度・施設を利用することがで

きるか聞きました。 

職場にある制度・施設について、「正社員・正規職員と同じ内容・基準で利用できる（適用される）」と「正社

員・正規職員と異なる内容・基準だが利用できる（適用される）」を合計した『利用できる（適用される）計』をみる

と、調査項目中で高くなったのは「通勤手当」（74.5%）や「年次有給休暇制度」（69.6%）、「職場の福利厚生施

設（食堂・休憩所・更衣室等）の利用」（67.3%）で7割前後となりました。厚生労働省の「同一労働同一賃金ガイ

ドライン」に記載があるにもかかわらず、均等・均衡待遇が確保されていないことがわかりました。他方、調査項

目中で低くなったのは休業制度やテレワーク・在宅勤務制度で、「育児のための休業制度」は30.4%、「介護の

ための休業制度」は24.2%、「テレワークや在宅勤務の制度」は17.6%にとどまりました。 

 

 

 

※聴取した選択肢は以下の5つ 

「1.正社員・正規職員と同じ内容・基準で利用できる」「2.正社員・正規職員と異なる内容・基準だが利用できる」「3.利用できない」

「4.（雇用形態に関わらず）職場にこの制度や施設はない」「5.わからない」 

グラフでは「（雇用形態に関わらず）職場にこの制度や施設はない」を選んだ回答者を除いて算出した割合を表示 

（「利用できない」と「わからない」の表示は割愛） 

  

53.5 

36.1 

53.2 

40.0 
31.6 

19.6 

7.3 
15.0 17.4 13.0 12.4 

21.0

33.5

14.1

17.0

15.9

20.2

31.9
21.4 13.0

11.2
5.2

0%

25%

50%

75%

100%

正社員・正規職員と異なる内容・基準だが利用できる（適用される）

正社員・正規職員と同じ内容・基準で利用できる（適用される）

職場では正社員・正規職員と同じように制度・施設を利用することができるか ［各単一回答形式］

対象：それぞれ制度や施設がある人

74.5
69.6 67.3

57.0

47.5

39.8 39.2
36.4

30.4

24.2

17.6

利用できる（適用される）計

（n=954） （n=923） （n=866） （n=905） （n=916） （n=852） （n=891） （n=960） （n=902） （n=903） （n=735）
通勤手当 年次有給

休暇制度
職場の
福利厚生
施設

（食堂・休憩所・

更衣室等）

職場が
実施・
支援する
定期健康
診断

慶弔休暇
制度

仕事や
キャリア
アップに
必要な
研修や
教育

一時金・
賞与の
支給

60歳以降
も継続して
働ける
制度

育児の
ための
休業制度

介護の
ための
休業制度

テレワーク
や在宅
勤務の
制度
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職場の労働組合の有無別にみると、『利用できる（適用される）計』は、「年次有給休暇制度」、「慶弔休暇制

度」といった休暇に関する項目や、「職場の福利厚生施設（食堂・休憩所・更衣室等）の利用」、「職場が実施・

支援する定期健康診断」といった福利厚生に関する項目では、労働組合があるほうが 25 ポイント前後高くなり

ました。 

 

 

 

 

  

48.1 

28.5 

47.0 

25.8 25.4 
13.8 

22.9 

8.0 

66.1 

47.1 

10.5 7.2 

38.1

32.3

19.5

16.6 19.4

10.5

17.6

10.5

22.9

19.3

42.6

30.5

0%

25%

50%

75%

100%

職場では正社員・正規職員と同じように制度・施設を利用することができるか ［各単一回答形式］

対象：それぞれ制度や施設がある人

86.2

66.5

利用できる（適用される）計

60.8

42.4
44.8

24.3

40.5

18.5

89.0

66.4

53.1

37.7

■■正社員・正規職員と同じ内容・基準で利用できる（適用される）

■■正社員・正規職員と異なる内容・基準だが利用できる（適用される）

労働組合
あり

労働組合
なし

労働組合
あり

労働組合
なし

労働組合
あり

労働組合
なし

労働組合
あり

労働組合
なし

労働組合
あり

労働組合
なし

労働組合
あり

労働組合
なし

（n=291） （n=288） （n=287） （n=283） （n=284） （n=276） （n=284） （n=275） （n=292） （n=306） （n=277） （n=279）

一時金・賞与の
支給

年次有給休暇
制度

慶弔休暇
制度

育児のための
休業制度

介護のための
休業制度

通勤手当

65.5 

46.3 
58.5 

33.1 
25.1 

18.1 18.6 14.2 19.5 
9.3 

19.2

13.6

18.3

19.2 32.1

15.4

32.4

20.1 8.2

5.5

0%

25%

50%

75%

100%

職場では正社員・正規職員と同じように制度・施設を利用することができるか ［各単一回答形式］

対象：それぞれ制度や施設がある人

84.7

76.8

利用できる（適用される）計

59.9

52.3
57.2

33.5

51.0

34.3

27.7

14.8

■■正社員・正規職員と同じ内容・基準で利用できる（適用される）

■■正社員・正規職員と異なる内容・基準だが利用できる（適用される）

労働組合
あり

労働組合
なし

労働組合
あり

労働組合
なし

労働組合
あり

労働組合
なし

労働組合
あり

労働組合
なし

労働組合
あり

労働組合
なし

（n=281） （n=257） （n=284） （n=281） （n=271） （n=260） （n=290） （n=309） （n=220） （n=237）

職場の福利厚生施設
（食堂・休憩所・更衣室等）の利用

職場が実施・支援する
定期健康診断

仕事やキャリアアップに
必要な研修や教育

60歳以降も継続して
働ける制度

テレワークや在宅勤務の
制度
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≪非正規雇用で働く女性の就業意識≫ 

◆今後希望する働き方 有期契約・嘱託社員の44.9%、派遣社員の38.3%が正規雇用を志向 

パートタイマーでは39.2%が非正規雇用を志向 

 

全回答者（1,000名）に、今後どのような働き方をしたいと思うか聞いたところ、「正社員転換して、現在の勤

め先で働きつづけたい」が10.7%、「別の勤め先に転職して、正社員の仕事に就きたい」が15.1%となり、正規

雇用を志向する人が25.8%となりました。他方、「非正規雇用のまま、現在の勤め先で働きつづけたい」は

24.2%、「別の勤め先に転職して、非正規雇用の仕事に就きたい」は9.1%となり、引き続き、非正規雇用で働き

たいと思っている人が少なくないことがわかりました。また、最も多くなったのは「特に希望はなく、成り行きにま

かせたい」で28.6%でした。 

年代別にみると、「非正規雇用のまま、現在の勤め先で働きつづけたい」は年齢が上がるほど高く、50代で

は40.0%でした。 

雇用形態別にみると、有期契約・嘱託社員や派遣社員では正規雇用を志向する人の割合が他の雇用形態

と比べて高く、有期契約・嘱託社員では44.9%（「正社員転換して、現在の勤め先で働きつづけたい」20.2%、

「別の勤め先に転職して、正社員の仕事に就きたい」24.7%）、派遣社員では38.3%（「正社員転換して、現在

の勤め先で働きつづけたい」23.5%、「別の勤め先に転職して、正社員の仕事に就きたい」14.8%）となりました。

他方、パートタイマーでは非正規雇用を志向する人の割合が他の雇用形態と比べて高く39.2%（「非正規雇用

のまま、現在の勤め先で働きつづけたい」29.5%、「別の勤め先に転職して、非正規雇用の仕事に就きたい」

9.7%）でした。 

また、主な家計収入別にみると、「非正規雇用のまま、現在の勤め先で働きつづけたい」は、主な家計収入

は“配偶者の勤労収入”という人で高く35.2%でした。 

 

  

10.7
15.1

24.2

9.1

2.9

8.8

28.6

0.6

0%

10%

20%

30%

40%

50%

全体【n=1000】

今後したい働き方 ［単一回答形式］

正規雇用志向（計）

25.8％

非正規雇用志向（計）

33.3％

n数

正社員
転換して、
現在の
勤め先で
働きつづけ
たい

別の
勤め先に
転職して、
正社員の
仕事に就き
たい

非正規
雇用のまま
、現在の
勤め先で
働きつづけ
たい

別の
勤め先に
転職して、
非正規
雇用の

仕事に就き
たい

起業
したい

できるだけ
早く

働くことを
やめたい

特に
希望はなく
、成り行き
にまかせ
たい

その他

全体 1000 10.7 15.1 24.2 9.1 2.9 8.8 28.6 0.6
20代 300 12.0 17.7 15.3 9.0 3.7 10.0 31.7 0.7
30代 300 12.7 19.7 21.0 11.0 3.3 7.7 24.3 0.3
40代 300 9.7 11.3 31.0 8.0 2.3 7.7 29.0 1.0
50代 100 4.0 5.0 40.0 7.0 1.0 12.0 31.0 -

有期契約・嘱託社員 89 20.2 24.7 13.5 6.7 6.7 5.6 22.5 -
臨時・非常勤公務員 22 18.2 18.2 31.8 - - 4.5 27.3 -

派遣社員 115 23.5 14.8 17.4 7.0 4.3 7.8 25.2 -
パートタイマー 600 8.0 12.7 29.5 9.7 1.8 8.7 29.0 0.7
アルバイト 174 5.7 18.4 14.9 10.9 4.0 12.1 32.8 1.1

自分の勤労収入 257 13.2 19.8 16.3 10.1 4.3 11.3 24.5 0.4
配偶者の勤労収入 458 9.8 11.4 35.2 8.5 1.5 7.0 25.8 0.9

■全体比+10pt以上/■全体比+5pt以上/■全体比-5pt以下/■全体比-10pt以下 （％）

年代

雇用
形態

主な

家計収入
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◆非正規雇用で働く女性の仕事を選ぶ上でのこだわり 

「自分のやり方・ペースで仕事がしたい」77.7%、「収入を増やしたい」77.1% 

 

全回答者（1,000名）に、仕事を選ぶ上でのこだわりについて聞いたところ、「自分のやり方や自分のペース

で仕事がしたい」では『あてはまる（計）』（「非常によくあてはまる」と「よくあてはまる」の合計）は77.7%、「収入

を増やしたい」では77.1%、「やりがいのある仕事をしたい」では53.9%となりました。自分のやり方やペースを

大事にしながら働きたい人が多いことがわかりました。 

年代別にみると、20代では「収入を増やしたい」（82.7%）がトップで、30代と40代では「自分のやり方や自分

のペースで仕事がしたい」（30代81.7%、40代76.3%）と「収入を増やしたい」（30代79.7%、40代75.7%）が拮

抗、50代では「自分のやり方や自分のペースで仕事がしたい」（73.0%）が「収入を増やしたい」（57.0%）を大幅

に上回りました。年齢とともに仕事を選ぶ上でのこだわりが変わっていくようです。 

雇用形態別にみると、有期契約・嘱託社員では「やりがいのある仕事をしたい」が74.2%、「仕事の中で専門

家として能力を発揮したい」が43.8%と他の雇用形態と比べて高くなりました。 

また、正社員志向別にみると、正社員志向がある人では「収入を増やしたい」が95.3%、「やりがいのある仕

事をしたい」が69.8%となり、いずれも正社員志向がない人（それぞれ70.8%、48.4%）より20ポイント以上高く

なりました。 

 

 
  

77.7 77.1

53.9

24.2

7.0

0%

25%

50%

75%

100%

全体【n=1000】

仕事を選ぶ上でのこだわり ［各単一回答形式］ ※「あてはまる（計）」（「非常によくあてはまる」と「よくあてはまる」の合計）を表示

n数

自分のやり方や
自分のペースで
仕事がしたい

収入を
増やしたい

やりがいのある
仕事をしたい

仕事の中で
専門家として

能力を発揮したい

職場の
チームリーダー
として仕事を
切り回したい

全体 1000 77.7 77.1 53.9 24.2 7.0
20代 300 76.7 82.7 53.7 23.3 10.3
30代 300 81.7 79.7 55.3 24.3 6.3
40代 300 76.3 75.7 55.7 25.0 5.3
50代 100 73.0 57.0 45.0 24.0 4.0

有期契約・嘱託社員 89 87.6 88.8 74.2 43.8 14.6
臨時・非常勤公務員 22 68.2 68.2 72.7 45.5 18.2

派遣社員 115 79.1 82.6 49.6 20.0 5.2
パートタイマー 600 76.3 71.7 51.2 21.8 5.2
アルバイト 174 77.6 87.4 53.4 22.4 9.2
あり 258 81.0 95.3 69.8 34.1 10.5
なし 742 76.5 70.8 48.4 20.8 5.8

■全体比+10pt以上/■全体比+5pt以上/■全体比-5pt以下/■全体比-10pt以下 （％）

年代

雇用
形態

正社員
志向
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≪“女性の活躍”について思うこと≫ 

◆女性の活躍について思うこと 

「女性だけに仕事と家事・育児の両立を求める風潮に疑問」が49.9%、前回調査から5.8ポイント上昇 

 

全回答者（1,000名）に、「女性の活躍」について、どのように思うか聞いたところ、「女性だけに働くことと家

事・育児の両立を求める風潮に疑問を感じる」が最も多く49.9%、次いで、「非正規雇用の女性の働き方にも目

を向けてほしい」が32.7%となりました。 

前回調査（2017年調査）と比較すると、10項目中7項目でポイントが上昇しており、「女性だけに働くことと家

事・育児の両立を求める風潮に疑問を感じる」（49.9%、前回から5.8ポイント上昇）、「色々な制度があっても知

る機会がない」（28.2%、前回から9.3ポイント上昇）、「女性だけでなく、男性にももっと当事者意識を持ってほし

い」（28.1%、前回から7.2ポイント上昇）、「女性管理職が増えて、女性が働きやすくなるといいと思う」（20.0%、

前回から6.6ポイント上昇）などでした。固定的性別役割分担意識の払拭や、女性の活躍促進に関する制度の

周知等といったところに課題がありそうです。 
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前回（2017年）【n=1000】 今回【n=1000】

「女性の活躍」について思うこと ［複数回答形式］ ※上位10位までを表示

女性だけに
働くことと
家事・育児
の両立を
求める風潮
に疑問を感

じる

非正規雇用
の女性の
働き方にも
目を向けて
ほしい

色々な制度
があっても
知る機会が
ない

女性だけ
でなく、男性
にももっと
当事者意識
を持って
ほしい

女性活躍に
関する制度
だけでなく、
現場の理解
が高まれば
いいと思う

女性管理職
が増えて、
女性が働き
やすくなると
いいと思う

現場の声が
届いて
いない、
一部の女性
だけのもの
に感じる

もっと活発
に議論が
進めばいい
と思う

女性管理職
の比率の
数値目標
は、表面的
で実態を
ともなって
いない

キャリア
について
相談できる
場所や相手
がない
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≪新型コロナウイルス感染拡大の影響≫ 

◆新型コロナウイルス感染拡大の影響 アルバイトの35.1%、20代の28.3%が「収入の減少」と回答 

 

全回答者（1,000名）に、新型コロナウイルス感染症に関連して直面した雇用や収入に関わる影響を聞いた

ところ、「収入の減少」が最も多く23.3%、次いで、「勤務日数や労働時間の減少」が21.2%となりました。 

雇用形態別にみると、アルバイトでは「収入の減少」が35.1%、「勤務日数や労働時間の減少」が34.5%でし

た。アルバイトで働く女性が他の雇用形態で働く女性よりもコロナ禍の影響を受けていることがわかりました。 

年代別にみると、「収入の減少」や「勤務日数や労働時間の減少」は若いほど高く、20代では「収入の減少」

が28.3%、「勤務日数や労働時間の減少」が24.7%となりました。 

 

 
  

23.3 21.2

6.7
4.1 3.9 3.4 2.7 1.4 1.4 1.3
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n数

収入の
減少

勤務
日数や
労働
時間の
減少

業務
内容の
変更

雇用・
就業
形態の
変更

勤務
日数や
労働
時間の
増加

勤め先の
休廃業・
倒産に
伴う失業

会社から
の解雇

期間満了
に伴う
雇い止め

自発的
な退職

収入の
増加

全体 1000 23.3 21.2 6.7 4.1 3.9 3.4 2.7 1.4 1.4 1.3
有期契約・嘱託社員 89 16.9 15.7 15.7 4.5 6.7 4.5 7.9 2.2 2.2 2.2
臨時・非常勤公務員 22 9.1 13.6 13.6 4.5 9.1 - - - 4.5 4.5

派遣社員 115 27.0 16.5 7.8 9.6 3.5 5.2 5.2 7.0 1.7 2.6
パートタイマー 600 20.7 19.3 4.7 3.2 3.8 2.3 1.5 0.7 0.7 0.8
アルバイト 174 35.1 34.5 7.5 3.4 2.3 5.7 2.9 - 2.9 1.1
20代 300 28.3 24.7 9.0 3.3 4.3 4.7 4.3 1.3 2.3 1.7
30代 300 23.0 21.0 6.7 4.7 3.7 3.0 2.3 1.3 0.7 0.7
40代 300 20.3 20.0 5.0 3.7 3.3 3.0 2.0 2.0 1.7 1.0
50代 100 18.0 15.0 5.0 6.0 5.0 2.0 1.0 - - 3.0

■全体比+10pt以上/■全体比+5pt以上/■全体比-5pt以下/■全体比-10pt以下 （％）

雇用
形態

年代

新型コロナウイルス感染症に関連して直面した雇用や収入に関わる影響 ［複数回答形式］ ※上位10位までを表示
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◆新型コロナウイルス感染拡大による仕事面の不安 「収入の減少」32.9% 

◆派遣社員の27.0%が「解雇・雇い止め」に不安、アルバイトの47.1%が「収入の減少」に不安 

 

全回答者（1,000名）に、新型コロナウイルス感染症に関連して仕事面で不安に感じたことを聞いたところ、

「収入の減少」が最も多く32.9%、次いで、「会社の衛生管理（感染予防や感染者発生時の対応など）」が

20.4%、「（仕事による）メンタル不調」が12.7%、「解雇や雇い止め」が10.3%となりました。新型コロナウイルス

感染拡大によって収入不安を感じた人が多いようです。 

雇用形態別にみると、派遣社員では「解雇や雇い止め」が27.0%でした。コロナ禍に解雇や雇い止めによっ

て仕事を失ってしまうのではないかと不安を感じている派遣社員は少なくないようです。また、アルバイトでは

「収入の減少」が47.1%となりました。半数近くのアルバイトが収入不安を感じていることがわかりました。 

同居家族別にみると、18歳未満の子と同居する人では「休暇取得や業務調整・会社のマネジメント（休校・休

園等があった場合など）」が14.4%となりました。 
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新型コロナウイルス感染症に関連して仕事面で不安に感じたこと ［複数回答形式（3つまで）］ ※上位10位までを表示

n数

収入の
減少

会社の
衛生
管理

（感染予防や

感染者発生時

の対応など）

（仕事による）

メンタル
不調

解雇や
雇い止め

勤め先の
経営
状況の
悪化
あるいは
企業
倒産・
事務所
閉鎖

休暇
取得や
業務
調整・
会社の
マネジ
メント

（休校・休園等

があった場合

など）

労働
時間や
業務量
の増加

ご自身の
仕事の
調整

職場の
人間
関係の
変化

求め
られる
スキルの
変化

全体 1000 32.9 20.4 12.7 10.3 9.0 8.7 8.4 8.3 7.4 4.9
有期契約・嘱託社員 89 24.7 20.2 18.0 18.0 7.9 6.7 16.9 12.4 6.7 7.9
臨時・非常勤公務員 22 9.1 9.1 4.5 9.1 - 9.1 13.6 - 18.2 9.1

派遣社員 115 37.4 20.9 8.7 27.0 8.7 10.4 4.3 8.7 4.3 7.8
パートタイマー 600 30.0 20.3 12.5 6.0 9.0 9.0 8.8 7.7 7.8 4.2
アルバイト 174 47.1 21.8 14.4 10.3 10.9 7.5 4.6 9.2 6.9 3.4
配偶者 458 29.0 21.4 10.0 8.5 7.6 11.4 8.1 8.5 7.0 4.4

18歳未満の子 326 31.3 19.6 9.5 6.1 6.4 14.4 8.0 7.7 5.5 4.9
18歳以上の子 139 28.1 24.5 13.7 7.2 9.4 9.4 8.6 12.2 7.9 4.3
自分の親 281 34.9 22.4 19.2 13.9 9.6 6.4 9.3 6.8 10.0 3.9

いない（一人暮らし） 162 39.5 19.8 12.3 11.1 11.1 4.9 8.0 7.4 4.3 7.4
■全体比+10pt以上/■全体比+5pt以上/■全体比-5pt以下/■全体比-10pt以下 （％）

雇用
形態

同居
家族
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◆調査タイトル ：非正規雇用で働く女性に関する調査 2022 

◆調査対象 ：ネットエイジアリサーチのモニター会員を母集団とする 

全国の20歳～59歳の非正規雇用で働く女性 

◆調査期間 ：2022年2月8日～2月10日 

◆調査方法 ：インターネット調査 

◆調査地域 ：全国 

◆有効回答数 ：1,000サンプル 

20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 計 

300s 300s 300s 100s 1000s 

 

配偶者あり 配偶者なし 計 

500s 500s 1000s 

◆実施機関 ：ネットエイジア株式会社 

 

 

本ニュースレターの内容の転載にあたりましては、「連合調べ」と 
付記のうえご使用くださいますよう、お願い申し上げます。 

 

 

連合（日本労働組合総連合会） 
 

総合政策推進局 ジェンダー平等・多様性推進局  担当：金沢、小栗 

TEL ：03-5295-0515 

E メール ：jtuc-gender@sv.rengo-net.or.jp 

 

総合企画局 企画局  担当：陳 

TEL ：03-5295-0510 

E メール ：jtuc-kikaku@sv.rengo-net.or.jp 

 

受付時間 ：10時 00分～17時 30分（月～金） 

 

 

組織名 ：連合（日本労働組合総連合会） 

代表者名 ：会長 芳野 友子 

発足 ：1989年 11月 

所在地 ：東京都千代田区神田駿河台 3-2-11連合会館 

活動内容 ：すべての働く人たちのために、希望と安心の社会をつくる 

■■調査概要■■ 

■■報道関係の皆様へ■■ 

■■本調査に関するお問合せ窓口■■ 

■■連合(日本労働組合総連合会) 概要■■ 


